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更
新

文
学
７

昭
和
の
井
上

靖

萩
原

義
雄

作
品
俯
瞰

人
が
人
と
し
て
誰
も
が
有
す
る
内
面
の
孤
独
を
実
に
見
事
ま
で
に
描
き
だ
し
、
現
代
小
説
の
最
高
峰
と
読
者
を
言
わ

し
め
る
筆
法
を
井
上
靖
に
探
っ
て
み
よ
う
。
と
は
い
え
、
作
品
凡
て
が
佳
品
と
は
言
え
な
い
の
が
世
の
常
で
あ
る
。
当

然
例
外
も
あ
っ
て
然
り
。
そ
の
一
つ
に
初
期
の
作
品
群
『
白
い
牙
』
『
暗
い
平
原
』
な
ど
は
『
井
上
靖
全
詩
集
』
が
投

影
さ
れ
て
い
て
、
洗
練
さ
に
欠
け
、
聊
か
稚
拙
さ
を
感
じ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
「
詩
」
は
処
女
詩
集
『
北
国
』
〔
一

九
五
八
年
、
東
京
創
元
社
刊
〕
に
限
ら
ず
一
人
称
「
私
」
の
頻
出
の
多
い
短
文
体
に
近
い
散
文
詩
で
あ
る
。
上
記
の
小

説
は
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
、
後
の
作
品
と
は
ま
る
で
趣
き
を
異
に
す
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
今
一
つ
は
、

彼
の
晩
年
の
作
品
群
で
あ
る
老
年
心
理
小
説
『
石
濤
』
『
孔
子
』
『
流
沙
』
な
ど
は
、
文
章
そ
の
も
の
が
枯
淡
化
さ
れ
、

筋
立
て
の
展
開
力
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
帰
来
も
あ
る
。

作
者
の
最
も
得
意
と
し
た
の
は
「
青
春
小
説
、
歴
史
小
説
、
現
代
小
説
」
の
三
つ
の
分
野
で
あ
る
。
自
伝
青
春
小
説

『
し
ろ
ば
ん
ば
』『
夏
草
冬
濤
』『
北
の
海
』
が
三
部
作
と
し
て
知
ら
れ
、『
あ
す
な
ろ
物
語
』
を
超
え
た
作
品
で
あ
る
。

自
ら
の
幼
少
期
を
回
想
す
る
『
幼
き
日
の
こ
と
・
青
春
放
浪
』
や
、
老
い
た
母
を
描
く
『
わ
が
母
の
記
』
、
さ
ら
に
は

『
姨
捨
』
も
、
作
者
自
身
の
体
験
か
ら
取
材
し
た
作
品
群
で
あ
る
。
『
少
年
・
あ
か
ね
雲
』
は
少
年
・
少
女
を
中
心
に
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据
え
た
短
編
集
で
、
『
星
よ
ま
た
た
け
』
は
作
者
唯
一
、
昭
和
三
〇
年
代
の
童
話
集
で
あ
る
。

歴
史
小
説
で
は
、
最
初
の
『
漆
胡
樽
』
〔
一
九
五
〇
年
四
月
〕
の
発
表
作
品
が
あ
る
。
「
漆
胡
樽
」
と
は
何
か
、
「
黒

し

つ

こ

そ

ん

し

つ

こ

そ

ん

漆
角
形
の
巨
大
な
一
対
の
器
物
」
で
、

古
代
ア
ジ
ア
西
域
に
住
み
駱
駝
の
背

に
懸
け
て
水
を
運
ぶ
た
め
に
用
い
ら

れ
た
樽
を
云
う
。
こ
の
器
物
が
辿
る

流
転
の
運
命
を
描
く
。
ま
た
、
同
趣

向
の
『
玉
碗
記
』
〔
一
九
五
一
年
六

月
〕
が
あ
り
、
孰
れ
も
器
物
の
運
命

を
人
の
運
命
に
投
影
し
て
み
せ
る
。『
異
域
の
人
』〔
一
九
五
三
年
七
月
〕
、『
僧
行
賀
上
人
の
涙
』〔
一
九
五
四
年
三
月
〕

が
続
い
て
書
か
れ
る
。

そ
の
後
、
日
本
の
古
代
・
中
世
を
舞
台
に
し
た
『
額
田
女
王
』
『
後
白
河
院
』
や
戦
国
時
代
を
舞
台
に
し
た
『
風
林

火
山
』『
真
田
軍
記
』『
戦
国
城
砦
群
』
、
茶
人
で
あ
る
千
利
休
（
宗
易
）
を
弟
子
で
あ
る
本
覚
坊
暹
好
が
師
を
語
る
『
本

覚
坊
遺
文
』
、
幕
末
の
日
本
人
、
大
黒
屋
光
太
夫
の
ロ
シ
ア
漂
流
実
話
〔
異
文
化
体
験
に
基
づ
く
人
間
の
成
長
記
録
を

叙
述
〕
に
よ
る
『
お
ろ
し
や
国
酔
夢
譚
』
、
な
ど
、
い
ず
れ
も
佳
品
が
揃
っ
て
い
る
。
日
本
と
中
国
文
化
交
流
作
品
で

は
、
鍳
真
和
上
渡
航
記
と
も
い
え
る
『
天
平
の
甍
』
が
あ
り
、
『
風
濤
』
〔
元
国
が
嚮
導
役
を
高
麗
国
に
命
じ
た
詔
書

の
一
節
「
風
濤
険
阻
ヲ
以
テ
辞
ト
為
ス
ナ
カ
レ
。
未
ダ
曾
テ
通
好
セ
ザ
ル
ヲ
以
テ

解

ト
ナ
ス
ナ
カ
レ
」
の
冒
頭
語

イ
イ
ワ
ケ

よ
り
題
名
と
し
、
元
寇
の
役
を
大
陸
高
麗
側
か
ら
描
き
出
す
〕
は
こ
れ
に
続
く
。
ま
た
、
中
国
大
陸
を
舞
台
に
し
た
歴

史
小
説
『
敦
煌
』
『
蒼
き
狼
』
『
楼
蘭
』
『
楊
貴
妃
伝
』
『
崑
崙
の
玉
』
な
ど
、
大
陸
文
化
と
歴
史
の
流
れ
に
実
在
す
る

井
上
靖
童
話
集᷹

星
よ
ま
た
た
け
᷺ᷫ
新
潮
文
庫

亡ᷬ
く
な
Ḉ
た
お
姉
さ
ん
が
日
記

に
書
き
残
し
た｢

高
い
山

青ᷝ
い
湖｣

と
い
う
謎
め
い
た
文
字｡

そ
の
言
葉
の
秘
密
を
解
く

た
め
に
琵
琶
湖
や
芦
ノ
湖
を
た
ず
ね
歩
く
ゆ
か
り
ち
ḉ
ん
の
前
に
ᷝ
思
い
が
け
な
い
事

実
が
…｡

表
題
作
ほ
か
ひᷝ
ḋ
ん
な
こ
と
か
ら
地
球
に
や
Ḉ
て
き
た
月
の
ウ
サ
ギ
の
ピ
ロ
ち

ḉ
ん
の
冒
険᷹

銀
の
は
し
ご
᷺ᷝ
シ
ḗ
ー
ト･

シ
ḗ
ー
ト᷹

猫
が
は
こ
ん
で
き
た
手
紙
᷺᷹
ほ
く

ろ
の
あ
る
金
魚
᷺な
ど
四
編
を
収
め
た
著
者
唯
一
の
童
話
集
ᷞ
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人
物
像
の
魅
力
を
ふ
ん
だ
ん
に
描
い
た
作
品
が
こ
こ
に
あ
る
。

現
代
小
説
で
は
、
男
女
の
愛
を
見

据
え
た
『
あ
る
落
日
』
『
愛
』
に
は

じ
ま
り
、
現
実
世
界
か
ら
の
逃
避
を

試
み
よ
う
と
す
る
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ

的
な
主
人
公
の
魅
力
を
表
出
さ
せ
た

『
四
角
な
船
』
『
夜
の
声
』
、
さ
ら
に

「
生
と
死
」
を
底
辺
と
し
た
『
化
石
』

『
星
と
祭
』
な
ど
と
魅
力
的
な
作
品

が
あ
る
。

そ
し
て
、
芥
川
賞
受
賞
作
の
短
編

集

『

猟

銃

・

闘

牛

』

http://w
w

w
.asahi-net.or.jp/~dr4i-sn

n/inoue_yasu-ryojyu-togyu.htm
l

、

『
猟
銃
』
〔
本
文
の
抜
粋
〕

そ
の
人
は
大
き
な
マ
ド
ロ
ス
パ
イ

プ
を
銜
え
へ
、
セ
ッ
タ
ー
を
先
に
立

て
、
長
靴
で
霜
柱
を
踏
み
し
だ
き
乍

こ
の
歴
史
小
説
の
多
く
が
映
画
化
さ
れ
て
き

た

千ᷞ
利
休
四
百
年
遠
忌
特
別
作
品᷹

本
覚
坊

遺
文
᷺は
ᷝ
熊
井
啓
監
督
に
よ
り

年
度
ヴ
Ḓ
ネ

89

ツ
Ḑ
ア
国
際
映
画
祭
銀
獅
子
賞
を
受
賞
し
た

作
品
で
あ
る

初ᷞ
出
᷷
群
像
᷸ᷫ
昭
和

年
・

～

56

1

ᷬ
書
き
出
し
は
᷷ᷝ
現
在
ᷝ
私
の
手
許
に
ᷝ
慶
長
ᷝ
元

8和
時
代
を
生
き
た
茶
人
が
綴
Ḉ
た
手
記
が
あ
る
ᷞ
茶
人

と
い
う
よ
り
茶
湯
者
と
い
Ḉ
た
方
が
ぴ
Ḉ
た
り
す
る
か
も
知
れ
な
い
ᷞ
和
綴
五
帖

いᷝ
ず
れ
も
和
紙

二
十
枚
ほ
ど
を
ぎ
Ḉ
し
り
と
細
字
で
埋
め
て
あ
Ḉ
て

独ᷝ
白
体

日ᷝ
記
体

メᷝ
モ
風

統ᷝ
一
が
な
い
と

言
え
ば
統
一
が
な
い
が

頗ᷝ
る
自
在
な
書
き
方
を
し
て
い
る
ᷞ

利
休
の
弟
子
に
三
井
寺
の
本
覚

坊
な
る
者
が
い
た
が

あᷝ
る
い
は
そ
の
人
物
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
節
が
あ
る
ᷞ

長
く
筐
底
に
蔵
し
て
い
た
が
ᷝ
今
や
そ
れ
を
私
流
の
文
章
に
改
め
ᷝ
輻
湊
し
て
い
る
部
分
は
整
理

し

足ᷝ
ら
ざ
る
と
こ
ろ
は
補
い

全ᷝ
篇
に
亘
Ḉ
て
多
少
の
考
証
的
説
明
も
加
え

一ᷝ
篇
の
現
代
風
の

手
記
と
し
て
披
露
し
て
み
た
い
気
持

切ᷝ
な
る
も
の
が
あ
る

手ᷞ
記
に
は
題
は
な
い
が

仮ᷝ
り
に᷷

本

覚
坊
遺
文

と᷸
題
し
て
お
く
᷸ᷞ
と
あ
る

人ᷞ
間
関
係
の
最
も
大
切
な᷷

師
弟
関
係
᷸
が
こ

こ
に
表
出
す
る

師ᷞ
千
利
休
と
弟
子
本
覚
坊
の
在
り
し
日
の
姿
と
し
て
…

平ᷞ
成
元

年
九
月
刊
行
の᷹

孔
子
᷺に
も
そ
の
一
端
が
見
て
取
れ
る
ᷞ
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ら
、
初
冬
の
天
城
の
間
道
の
叢
を
ゆ
っ
く
り
分
け
登
っ
て
い
っ
た
。
二
十
五
発
の
銃
弾
の
腰
帯
、
黒
褐
色
の
皮
の
上
衣
、

バ

ン

ド

そ
の
上
に
置
か
れ
た
チ
ャ
チ
ル
二
連
銃
、
生
き
も
の
の
命
絶
つ
白
く
光
れ
る
鋼
鉄
の
器
具
で
、
か
く
も
冷
た
く
武
装
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
行
き
ず
り
の
そ
の
長
身
の
猟
人
の
背
後
姿
に
、
私
は
な
ぜ
か
強
く
心
惹
か

れ
た
。

そ
の
後
、
都
会
の
駅
や
盛
り
場
の
夜
更
け
な
ど
で
、
私
は
ふ
と
、
あ
あ
、
あ
の
猟
人
の
や
う
に
あ
る
き
た
い
と
思
う
こ

ひ

と

と
が
あ
る
。
ゆ
っ
く
り
と
、
静
か
に
、
つ
め
た
く
ー
。
そ
ん
な
時
き
ま
っ
て
私
の
瞼
の
中
で
、
猟
人
の
背
景
を
な
す
も

の
は
、
初
冬
の
天
城
の
冷
た
い
背
景
で
は
な
く
、
ど
こ
か
落
莫
ち
し
た
白
い
河
床
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
個
の
磨
き
光

れ
る
猟
銃
は
、
中
年
の
孤
独
な
精
神
と
肉
体
の
双
方
に
、
同
時
に
し
み
入
る
や
う
な
重
量
感
を
捺
印
し
な
が
ら
、
生
き

ス
タ
ン
プ

も
の
に
照
準
さ
れ
た
時
は
決
し
て
見
せ
な
い
、
ふ
し
ぎ
な
血
ぬ
ら
れ
た
美
し
さ
を
放
射
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
～
略

～
雪
山
の
滑
落
死
と
恋
愛
を
絡
め
て
描
く
主
人
公
魚
津
を
描
く
『
氷
壁
』
〔
初
出
「
朝
日
新
聞
」
（
昭
和

年

月
～

31

11

年

月
）
〕
の
書
き
出
し
は
、
「
魚
津
恭
太
は
、
列
車
が
も
う
す
ぐ
新
宿
駅
の
構
内
へ
は
い
ろ
う
と
い
う
時
眼
を
覚

32

8

ま
し
た
。
周
囲
の
乗
客
は
み
な
席
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
、
た
な
の
荷
物
を
降
ろ
し
た
り
、
合
オ
ー
バ
ー
を
着
込
ん
だ
り

し
て
い
る
。
松
本
で
こ
の
列
車
に
乗
り
込
む
と
、
魚
津
は
す
ぐ
寝
込
ん
で
し
ま
い
、
途
中
二
、
三
回
眼
を
覚
ま
し
た
が
、

あ
と
は
ほ
と
ん
ど
こ
こ
ま
で
眠
り
づ
め
で
あ
っ
た
。
」

※

…
主
人
公
の
モ
デ
ル

1
「
松
濤
と
美
枝
子
さ
ん
の
物
語
は
、
初
め
安
川
茂
雄
著
『
青
い
星
』
に
小
説
化
さ
れ
た
。
ふ
た
り
は
井
上
靖
著
『
氷
壁
』
の
主
人

公
、
魚
津
恭
太
と
そ
の
恋
人
の
モ
デ
ル
と
も
さ
れ
る
」
（
平
成

年

月

日
「
朝
日
新
聞
」
掲
載
『
愛
の
旅
人
』
よ
り
）

19

8

18

※

…
イ
ロ
ン
ザ
イ
ル
切
断
事
件

2
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石
原
国
利
（
中
央
大
学
４
年
）
と
若
山
五
郎
（
三
重
大
学
１
年
）
が
冬
の
前
穂
高

フ
ェ
ー
ス
を
登
攀
中
、
ナ
イ
ロ
ン
ザ
イ
ル
が

A

切
れ
る
。
若
山
は
墜
落
し
て
死
亡
。
麻
の
ザ
イ
ル
に
代
わ
っ
て
ナ
イ
ロ
ン
ザ
イ
ル
が
出
て
き
た
頃
で
、
そ
の
強
度
に
問
題
は
な
か
っ
た

か
議
論
を
呼
ん
だ
。
ザ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
と
大
学
教
授
に
よ
っ
て
ナ
イ
ロ
ン
ザ
イ
ル
の
強
度
実
験
が
行
わ
れ
て
問
題
な
い
と
の
結
果
が
出

る
が
（
蒲
郡
実
験
）
、
遭
難
死
し
た
若
山
の
実
兄
の
登
山
家
・
石
岡
繁
雄
ら
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
蒲
郡
実
験
の
不
備
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
く
。

上
高
地
に
は
若
山
の
遭
難
碑
が
残
っ
て
お
り
、
大
町
山
岳
博
物
館
に
は
遭
難
時
の
ザ
イ
ル
と
装
備
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

※

：
映
画
『
氷
壁
』

3
大
映
映
画
。
魚
津
恭
太
を
菅
原
謙
二
が
、
小
坂
乙
彦
を
川
崎
敬
三
が
演
じ
た
。

現
代
人
の
孤
独
を
掘
り
下
げ
た
『
憂
愁
平
野
』
な
ど
傑
出
し
た
も
の
が
あ
る
。
井
上
靖
が
描
い
た
作
中
主
人
公
に
は
、

人
知
れ
ず
の
夢
や
理
想
を
宿
し
た
人
間
像
が
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
社
会
生
活
に
あ
っ
て
は
リ
ア
リ
ス
ト

と
し
て
立
ち
振
る
舞
い
、
そ
れ
が
陰
と
陽
の
二
重
構
造
化
し
た
孤
独
さ
に
も
繋
が
っ
て
ゆ
く
。『
あ
る
偽
作
家
の
生
涯
』

は
詩
と
美
術
記
者
体
験
を
推
理
小
説
手
法
を
駆
使
し
た
名
作
短
編
で
あ
る
。
『
あ
し
た
来
る
人
』
は
、
一
組
の
夫
婦
の

離
婚
問
題
を
軸
に
、
男
と
女
の
愛
情
の
不
思
議
さ
、
結
婚
の
意
味
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
恋
愛
小
説
。
『
黒
い
蝶
』
は

半
ば
意
図
的
な
詐
欺
を
働
い
た
男
が
あ
る
事
柄
を
契
機
に
無
謀
と
も
い
え
る
話
に
本
気
で
突
き
進
む
話
。
『
射
程
』
は

女
性
が
原
因
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
敗
北
す
る
青
年
を
描
く
。
『
花
壇
』
で
は
仕
事
を
リ
タ
イ
ア
す
る
男
の
男
の
哲
学

的
心
境
を
描
く
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
恋
愛
小
説
に
『
そ
の
人
の
名
は
言
え
な
い
』
『
魔
の
季
節
』
『
白
い
炎
』
『
紅
花
』

『
地
図
に
な
い
島
』
『
月
光
』
『
若
き
怒
濤
』
『
遠
い
海
』
な
ど
が
加
わ
る
。

エ
ッ
セ
イ
と
し
て
は
、
『
西
域
物
語
』
『
道
・
ロ
ー
マ
の
宿
』
『
遺
跡
の
旅
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』
『
河
岸
に
立
ち
て
』
と

い
っ
た
紀
行
文
と
作
者
の
印
象
に
残
る
芸
術
家
に
つ
い
て
記
し
た
『
忘
れ
得
ぬ
芸
術
家
た
ち
』
、
作
者
自
身
に
つ
い
て

- 6 -

語
っ
た
『
わ
が
文
学
の
軌
跡
』
な
ど
が
あ
る
。

井
上
靖
の
作
品
原
稿

小
説
原
稿
は
、
自
筆
原
稿
と
清
書
代
筆
原
稿
と
が
存
在
す
る
。
現
存
す
る
自
筆
原
稿
の
な
か
で
、
所
蔵
公
開
さ
れ
た

も

の

と

し

て

、

北

海

道

旭

川

井

上

靖

記

念

館

所

蔵

の

原

稿

http://w
w

w
.city.asahikaw

a.hokkaido.jp/files/bunkashinko/fuzokukikan6/16_2/shiryou.pdf

が
あ
る
。
清
書
代
筆
原

稿
の
な
か
で
、
妻
井
上
ふ
み
さ
ん
が
書
写
し
た
原
稿
の
他
に
、
小
説
『
流
転
』
は
、
父
親
で
あ
る
井
上
隼
雄
さ
ん
が
清

書
し
た
も
の
が
遺
っ
て
い
る
。

井
上
靖
の
新
聞
小
説

二
七
篇
の
新
聞
小
説
は
、
夕
刊
新
大
阪
新
聞
の
『
そ
の
人
の
名
は
言
え
な
い
』〔
昭
和

年
五
月

日
～
９
月

日
、

25

10

30

一
四
三
回
連
載
〕
に
は
じ
ま
り
、
毎
日
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
日
本
経
済
新
聞
、
東
京
新
聞
、

京
都
新
聞
、
北
國
新
聞
が
知
ら
れ
、
な
か
で
も
、
朝
日
新
聞
連
載
小
説
『
星
の
祭
』
〔
昭
和

年
５
月

日
～
昭
和

46

11

47

年
４
月

日
、
三
三
三
回
〕
は
、
主
人
公
架
山
と
い
う
六
十
歳
の
貿
易
会
社
の
社
長
と
い
う
人
間
像
か
ら
人
生
観
・
十

10

七
歳
の
娘
み
は
る
の
ボ
ー
ト
転
覆
事
故
と
い
う
事
件
を
以
て
彼
の
死
生
観
を
示
し
た
作
品
で
も
あ
り
、
自
作
解
題
を
持

っ
た
作
品
で
も
あ
る
。
最
後
の
新
聞
小
説
が
日
本
経
済
新
聞
の
『
異
国
の
星
』〔
昭
和

年
～

年
、
三
〇
四
回
〕
で
、

58

59

長
編
小
説
と
し
て
大
衆
に
親
し
ま
れ
た
。
後
に
講
談
社
文
庫
か
ら
上
・
下
二
冊
で
刊
行
さ
れ
て
も
い
る
。
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井
上
靖
の
小
説
と
出
版
社

◆
新
潮
社
か
ら
の
作
品

『
猟
銃
』
『
闘
牛
』
『
黯
い
潮
』
『
あ
る
偽
作
家
の
生
涯
』
『
玉
碗
記
』
『
あ
し
た
来
る
人
』
『
敦
煌
』
『
あ
す
な
ろ
物
語
』

『
黒
い
蝶
』
『
風
林
火
山
』
『
射
程
』
『
氷
壁
』
『
天
平
の
甍
』
『
し
ろ
ば
ん
ば
』
『
蒼
き
狼
』
『
楼
蘭
』
『
補
陀
落
渡
海
記
』

『
洪
水
』
『
憂
愁
平
野
』
『
北
国
』
『
姨
捨
』
『
グ
ウ
ド
ル
氏
の
手
套
』
『
風
濤
』
『
夏
草
冬
濤
』
『
額
田
女
王
』
『
後
白
河

院
』
『
幼
き
日
の
こ
と
・
青
春
放
浪
』
『
西
域
物
語
』
『
四
角
な
船
』
『
少
年
・
あ
か
ね
雲
』
『
夜
の
声
』
『
北
の
海
』
『
道

・
ロ
ー
マ
の
宿
』
『
遺
跡
の
旅
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』
『
井
上
靖
全
詩
集
』
『
忘
れ
得
ぬ
芸
術
家
た
ち
』
『
星
よ
ま
た
た
け
』

『
河
岸
に
立
ち
て
』
『
石
濤
』
『
孔
子
』

◆
角
川
書
店
か
ら
の
作
品

『
真
田
軍
記
』
『
愛
』
『
あ
る
落
日
』
『

化
石
』
『
星
と
祭
』
『
花
壇
』
『
満
月
』

◆
講
談
社
か
ら
の
作
品

『
わ
が
母
の
記
』
『
楊
貴
妃
伝
』
『
本
覚
坊
遺
文
』

◆
文
藝
春
秋
社
か
ら
の
作
品

『
お
ろ
し
や
国
酔
夢
譚
』『
崑
崙
の
玉
』『
そ
の
人
の
名
は
言
え
な
い
』『
魔
の
季
節
』

『
白
い
炎
』
『
紅
花
』
『
地
図
に
な
い
島
』
『
戦
国
城
砦
群
』
『
月
光
』
『
若
き
怒
濤
』

『
遠
い
海
』
『
流
沙
（
上
・
下
）
』
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◆
中
央
公
論
社
か
ら
の
作
品

『
暗
い
平
原
』
『
わ
が
文
学
の
軌
跡
』

◆
集
英
社
か
ら
の
作
品

『
白
い
牙
』

☆
映
画
化
さ
れ
た
資
料

一
九
五
八
年(

昭
和

年)

歳

『
天
平
の
甍
』
に
よ
り
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
を

33

51

受
賞
作
品
。
淡
海
三
船
『
唐
代
和
上
東
征
伝
』
『
続
日
本
紀
』
『
延
暦
僧
録
』
を
文
献
資

料
と
し
て
、
唐
招
提
寺
開
祖
、
唐
の
高
僧
鑑
真
和
上
来
朝
を
招
請
し
、
附
随
し
た
留
学

僧
の
運
命
を
年
代
記
風
に
叙
述
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
五
九
年(

昭
和

年)

歳

『
氷
壁
』
そ
の
他
に
よ
り
芸
術
院
賞
を
受
賞
。

34

52

上
高
地
『
氷
壁
』
の
宿
德
澤
園

http://w
w

w
.tokusaw

aen.com
/

「
眼
」
と
「
地
」
の
構
図

○
魚
津
恭
太
は
、
列
車
が
も
う
す
ぐ
新
宿
駅
の
構
内
へ
は
い
ろ
う
と
い
う
時
眼
を
覚
ま
し
た
。〔
第

一
章
冒
頭
文
〕

○
魚
津
恭
太
は
眼
を
覚
ま
し
た
。
眼
を
覚
ま
す
と
、
い
き
な
り
腹
ば
い
に
な
り
、
ま
く
ら
許
に

置
い
て
あ
る
腕
時
計
を
見
た
。
〔
翌
日
の
は
じ
ま
り
〕
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一
九
六
九
年
（
昭
和

年
）

歳

『
お
ろ
し
や
国
酔
夢
譚
』
新
潮
日
本
文
学
大
賞

44

62

江
戸
末
期
ロ
シ
ア
国
に
漂
流
し
た
伊
勢
の
漂
民
大
黒
屋
光
太
夫
一
行
の
苦
闘
を
年
代
記
に
し

て
描
写
す
る
。
桂
川
甫
周
著
『
北
槎
聞
略
』
、
亀
井
高
孝
『
大
黒
屋
光
太
夫
』
の
文
献
資
料
を
許

に
現
地
取
材
を
以
て
書
き
下
ろ
し
た
作
品
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
異
文
化
体
験
を
通
し
て
成
長

し
て
い
く
人
間
記
録
が
色
濃
く
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
女
帝
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
の
尽
力
を
以

て
帰
国
す
る
光
太
夫
と
磯
吉
は
、
江
戸
番
町
明
地
薬
草
植
付
場
内
に
生
涯
を
送
る
の
で
あ
る
。

昭
和

年
（

歳
）
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
扱
っ
た
『
蒼
き
狼
』
が
、
大
岡
昇
平
か
ら
「
歴
史
小
説
は
作
者
の
主
観
を

35

53

排
し
て
史
実
を
重
ん
じ
る
べ
き
」
と
の
痛
烈
な
批
判
を
受
け
る
。
忠
言
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
作
風
に
変
化
が
現
れ
た
。

老
い
や
死
を
見
つ
め
た
作
品
、
鎖
国
下
の
ロ
シ
ヤ
漂
流
民
を
描
い
た
『
お
ろ
し
や
国
酔
夢
譚
』
（
昭
和

年

歳
）
、

43

61

『
風
林
火
山
』

こ
の
映
画
は
、
主
演
・
山
本
勘
助
に
三
船
敏
郎
、
武
田
信
玄
に
中
村
錦

之
介
（
後
の
萬
屋
金
之
助
）
、
上
杉
謙
信
に
石
原
裕
次
郎
と
云
っ
た
当
時

の
日
本
映
画
界
を
代
表
す
る
匆
々
た
る
三
人
の
俳
優
が
顔
を
揃
え
た
大

作
。

『
本
覚
坊
遺
文
』

千
利
休
の
死
を
描
い
た
『
本
覚
坊
遺
文
』
（
昭
和

年

歳
）
が
書
か
れ
る
。

歴
史
小
説
を
中
心
に
外
国
語
に
訳
さ

56

74
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れ
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
の
候
補
に
も
な
っ
た
。

千
利
休
の
忠
実
な
弟
子
、
三
井
寺
の
本
覚
坊
の
手
記
の
形
で
語
ら
れ
る
、
利
休
の
死
の
意
味
。
最
高
権
力
者
秀
吉
と

の
確
執
の
中
で
、
乱
世
に
お
け
る
陀
茶
の
あ
り
方
を
問
い
、
賜
死
を
無
言
で
受
け
入
れ
た
自
刃
に
よ
っ
て
完
成
し
た
利

休
の
精
神
を
、
ゆ
か
り
の
、
古
田
織
部
、
山
上
宗
二
等
の
茶
人
の
死
と
共
に
描
き
切
っ
た
、
日
本
文
学
大
賞
受
賞
の
長

編
小
説
。

☆
絶
滅
稀
少
人
間
図
鑑
「
諸
君

」
連
載
第

回

http://w
w

w
.lares.dti.ne.jp/~ym

ksan/Feature_20.htm
l

!

15

《H
P

参
考
資
料
》

ウ
ラ
青
空
文
庫
〔http://uraaozora.jpn.org/inoue.htm

l

お
気
に
入
り
読
書

http://w
w

w
.geocities.jp/w

eb_hon/01/inouey.htm

W
E
B

井
上
靖
記
念
館
〔http://w

w
w

.fukido.co.jp/inoue/tenji.htm
l#top

企
画
展
・
「
安
曇
野
を
愛
し
た
作
家
た
ち
」http://w

w
w

.azum
ino.go.jp/event/060310/index.htm

l

井
上
靖
リ
ン
ク
集http://w

w
w

.rsch.tuis.ac.jp/~ito/research/y_inoue/y_inoue_links.htm
l#sho

文
庫
本
限
定
！
「
井
上
靖
作
品
館
」http://w

w
w

2.plala.or.jp/baribarikaniza/inoue/


